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特
集
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根
県
立
農
林
大
学
校
農
業
科
を
深
掘
り
！
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温
度
管
理
を
し
な
が
ら
保
存
で
き
る
倉
庫
を
調
達
し
て
く
れ

た
り
、
全
面
体
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
行
動
で
喜

び
を
示
し
て
く
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。収

穫
量
は
増
え
た
も
の
の
、
畑
が
複
数
か
所
に
あ
る
た
め

手
が
か
か
る
の
が
悩
み
ど
こ
ろ
。「
祖
父
は
除
草
剤
を
使
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
な
ら
っ
て
み
ま
し
た
が
、
草
取
り
が
本

当
に
大
変
！
抜
い
て
も
抜
い
て
も
無
限
に
生
え
て
く
る
ん
で

す
よ
」
と
苦
笑
い
。
来
年
に
向
け
て
除
草
対
策
を
検
討
中
で

す
。面

倒
見
の
良
い
先
輩
農
家
た
ち
に

支
え
ら
れ
る
日
々

取
材
時
は
11
月
中
旬
で
、
収
穫
期
の
終
盤
。
１
月
頃
ま
で

調
整
作
業
と
出
荷
が
続
き
、
２
月
に
入
る
と
育
苗
が
始
ま
り

ま
す
。
４
月
は
苗
の
出
荷
と
畑
の
土
づ
く
り
、
５
〜
６
月
は

植
え
付
け
、
夏
は
除
草
と
、
一
年
を
通
じ
て
忙
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。趣
味
は
自
動
車
で
、サ
ー
キ
ッ
ト
で
の
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
ド
ラ
イ
ブ
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
で
す

が
、
最
近
は
な
か
な
か
時
間
が
取
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

就
農
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
お
じ
い
さ
ん
は
病
に
倒

れ
、
今
年
は
じ
め
に
逝
去
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど

の
作
業
を
一
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
三
原
さ
ん
は
「
も
っ
と

一
緒
に
農
業
を
や
り
た
か
っ
た
。
教
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
に
…
。
祖
父
が
い
な
い
こ
と
が
一
番

の
困
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
し
た
。

就
農
２
年
目
の
ル
ー
キ
ー
で
あ
る
三
原
さ
ん
。
ま
だ
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
畑
に
起
こ
っ
て
い
る
小
さ
な
異
変
に

気
づ
け
な
い
こ
と
も
あ
る
そ
う
。
そ
ん
な
と
き
助
け
て
く
れ

る
の
が
生
産
組
合
の
み
な
さ
ん
。
生
産
組
合
の
集
ま
り
で
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
畑
に
立
ち
寄
っ
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
こ
と
も
多
い
と
言
い
ま
す
。
三
原
さ

ん
は
「
農
家
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
経
験
に
基
づ
い
た
独
自
の
流
儀

が
あ
る
た
め
、
多
様
な
意
見
を
吸
収
し
て
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

「
西
浜
い
も
」
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、

仲
間
を
増
や
し
た
い

や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
、
形
の
良
い
「
西
浜
い
も
」
が

収
穫
で
き
た
瞬
間
。
今
年
は
猛
暑
の
影
響
か
や
や
小
ぶ
り
で

す
が
、
ま
ず
ま
ず
の
出
来
の
よ
う
で
す
。
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
と

近
隣
の
飲
食
店
に
卸
す
以
外
に
、
町
内
に
あ
る
収
穫
シ
ー
ズ

ン
限
定
の
産
直
市
場
「
ど
ん
と
こ
い
市
場
」
で
も
販
売
。
店

内
で
は
焼
き
い
も
の
調
理
も
。
焼
き
立
て
を
食
べ
た
お
客
さ

ん
に
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
「
農
業
を
や
っ
て
い

て
よ
か
っ
た
」
と
し
み
じ
み
感
じ
る
そ
う
で
す
。

新
た
に
開
墾
す
る
土
地
を
確
保
し
、
来
年
は
70
ア
ー
ル
に

拡
大
す
る
予
定
。
意
欲
に
燃
え
つ
つ
「
西
浜
い
も
」
生
産
の

担
い
手
と
し
て
使
命
感
も
抱
い
て
い
ま
す
。「
湖
陵
町
も
他

の
地
域
と
同
様
に
、
農
家
が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。
離
農
さ

れ
る
方
の
畑
を
な
る
べ
く
引
き
継
い
で
、『
西
浜
い
も
』
を

絶
や
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
は

難
し
い
の
で
、
仲
間
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に

農
業
の
面
白
さ

を
発
信
し
た
い

で
す
」
と
意
気

込
む
三
原
さ

ん
。「
西
浜
い

も
」
の
、
そ
し

て
湖
陵
町
の
農

業
の
広
告
塔
に

な
る
べ
く
、
市

内
の
イ
ベ
ン
ト

や
祭
り
な
ど
に

も
参
加
し
、
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

　「西浜いも」はとろけるような甘さと繊維質が
少なくなめらかな食感が特徴！味付けなしで食べ
るのがおすすめ 三原さんお気に入りの食べ方は
天ぷらと焼きいもだそう この機会にぜひ購入
し、お試しください♪

西浜いもプチっと
情報！

重量を量り規格ごとに仕分ける三原さん

来年に向けて拡大準備中の畑

た
と
言
い
ま
す
。「
地
元
の
湖
陵
町
で
祖
父
が
栽
培
し
て
い

た
『
西
浜
い
も
』
の
農
家
を
や
ろ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
」

と
三
原
さ
ん
。
退
職
し
て
す
ぐ
に
大
田
市
の
島
根
県
立
農
林

大
学
校
に
入
校
。
農
業
の
基
本
を
学
び
「
西
浜
い
も
」
の
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。

「
西
浜
い
も
」
作
り
を
断
念
し
た

農
家
の
畑
を
活
用

三
原
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
が
所
有
し
て
い
た
畑
は
30
ア
ー

ル
ほ
ど
で
、
生
計
を
立
て
る
に
は
厳
し
い
面
積
。
そ
こ
で
、

周
囲
で
離
農
し
た
人
に
土
地
を
借
り
た
り
譲
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
、
50
ア
ー
ル
ま
で
作
付
面
積
を
拡
大
し
ま
し
た
。
お

孫
さ
ん
の
就
農
を
お
じ
い
さ
ん
は
喜
ん
だ
か
と
思
い
き
や

「
嬉
し
そ
う
な
様
子

は
ス
ト
レ
ー
ト
に
は

見
せ
ま
せ
ん
で
し
た

ね
」
と
振
り
返
り
ま

す
。三
原
さ
ん
は「
で

も
、
土
地
探
し
に
協

力
し
て
く
れ
た
り
、

祖
父
の
あ
と
を
継
ぎ
、

ふ
る
さ
と
で
新
規
就
農

出
雲
市
湖
陵
町
で
は
、
日

本
海
に
面
し
た
砂
丘
地

の
地
質
を
生
か
し
た

農
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
代
表
が

サ
ツ
マ
イ
モ
。
湖
陵

町
か
ん
し
ょ
生
産

組
合
で
は
「
紅
は
る

か
」「
紅
あ
ず
ま
」
の

２
種
類
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
サ
ラ
サ
ラ
と
柔
ら

か
く
水
は
け
の
良
い
土
地
で
潮
風

に
吹
か
れ
て
育
つ
た
め
、
甘
味
が
深
い
の
が
特
徴
。「
西
浜

い
も
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
県
内
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
原
さ
ん
は
今
年
で
26
歳
。
生
産
組
合
の
中
で
最
年
少
の

メ
ン
バ
ー
で
す
。
就
農
し
た
の
は
令
和
４
年
の
こ
と
。
三
原

さ
ん
は
数
年
前
ま
で
飲
食
店
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
売
上
に
打
撃
を
受
け
、
将
来
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ 同町特産の「西浜いも」

三
み

原
はら

雅
まさ

智
とも

さん（26歳）
今月は出雲地区本部。出雲市湖陵町で「西浜いも」
の栽培に取り組む三原雅智さんにお話を伺い
ました。

さん（26歳）
今月は出雲地区本部。出雲市湖陵町で「西浜いも」
の栽培に取り組む三原雅智さんにお話を伺い三原さんに「西浜いも」を

収穫していただき見せてもらいました
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ナ
禍
で
売
上
に
打
撃
を
受
け
、
将
来
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
三
原
さ
ん

「西浜いも」の貯蔵コンテナ兼作業場と育苗ハウス
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農業の基礎から

経営者として必
要な

知識・技術まで

しっかり学べます
！

しっかり学べます
！

島根県立農林大学校 農業科を深掘り！
学校生活を深掘り！

　授業の他にも、毎年７月に行われる農大
祭や中国ブロックの農大生との交流会、ス
ポーツ大会などなど学生主体の行事が盛
りだくさん  今年、４年ぶりに通常開催
した農大祭では、学生が育てた農畜産物
の販売や模擬店などを実施。農大祭を待
ち望んでいた大勢の人が訪れ大盛況だっ
たそうです また、敷地内には寮や食堂
を完備。充実した学校生活が送れます！

有機農業専攻　２年
郷
ごうはら

原 龍
りゅうと

人さん（19）

果樹専攻　２年
藤
ふじはら

原 叶
かな

翔
と

さん（20） 　祖父母が有機農業に取り組む農家で、自分が継ごうと
農大に入学しました。
　有機農業専攻では、農薬を使わず病害虫被害を回避す
る方法や有機質資材を使った作物の栽培方法などを学び
ました。この２年間でピーマンやキュウリ、ナスなど10品目
くらい栽培しましたが、やっぱり収穫する時は達成感があっ
て楽しい瞬間ですね。
　卒業後は、祖父母のいる雲南市で自営就農
します。有機農業で良い野菜を作ることはもち
ろん、関係機関や地域の方にもたくさ
んお世話になるので、コミュニケーショ
ンを取りながら良い関係性を築いて
いきたいです。

　祖母がブドウや野菜を栽培する農家
で、まずは高校３年間で野菜について
学びました。進路先を考えているとき
に農大のパンフレットを見て、学んだ
ことのない果樹について勉強してみよ

うと思い入学を決めました。
　現在は、卒業研究のテーマにしているシャインマスカット
の摘粒方法について研究結果のまとめ作業をしています。
農大で楽しいと感じるのは、機械が好きなのでさまざまな
機械に触れられること。資格もたくさん取りました。
　卒業後は、雇用就農をする予定です。将来的には自営
就農を目指していますが、数年間は働きながら技術力を高
め、祖母の持つブドウハウスを修繕したり、樹を改植した
りしていきたいです。

農林大の一日

島根県立農林大学校からのお知らせ

令和６年度一般入試概要
●募集人数及び修業年限／農業科：20名程度・２年制４専攻（有機農業、野菜、果樹、肉用牛）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・１年制短期養成コース
　　　　　　　　　　　　林業課：10名程度（２年制）
●出願期間／令和６年１月５日㈮～１月25日㈭　17時必着
●入学試験／日時：令和６年２月13日㈫　９：30～16：00
　　　　　　場所：島根県立農林大学校本校（大田市波根町970-1）
　　　　　　内容：筆記試験（志望理由書、一般教養、小論文）及び面接試験
　　　　　　※志望理由書は出願時に提出、短期養成コースは一般教養試験は行わない
●お問い合わせ／島根県立農林大学校　TEL：0854－85－7012

8:50～10:20 10:30～12:00 12:00～13:20 13:20～14:50 15:10～16:40 ～17:00
午前は講義中心 午後は実習中心 課業整理昼休み・課業準備

学生の声

　卒業後は、祖父母のいる雲南市で自営就農
します。有機農業で良い野菜を作ることはもち
ろん、関係機関や地域の方にもたくさ

　授業の他にも、毎年７月に行われる農大

JAしまねの青年組織「
島根県

農協青年組織協議会
」による

講義も実施。役員らが
農業者・

経営者の先輩として経
験談や

組織活動などについ
て熱く伝

えます

和牛肉の
販売も大

人気♥

農大祭が
とにかく
楽しい！

島根県立農林大学校
角森　章子 校長

　島根県立農林大学校の令和６年度一般入試の募集が始まります。将来
就農を目指している方、農業を学びたい方の出願をお待ちしています

＼入試情報の詳細は／こちらから

野菜専攻の学生の皆さん

島根県立農林大学校 農業科を深掘り！
　島根県立農林大学校は、農林業を専門的に学ぶ学校で、農業の研修教育施設として昭和10年
に前身となる道場が設立されたのが始まりです。
　大田市に拠点を置く農業科には２年制の「有機農業専攻」「野菜専攻」「果樹専攻」「肉用牛専攻」
及び１年制の「短期養成コース」があり、現在86人が農業技術や経営などについて学んでいます
　今月号は、そんな次代の島根県農業をリードする期待の星たちが集う“島根県立農林大学校農
業科”について深掘りしていきます

　島根県立農林大学校の最大の特徴は、就農を見据えた実習を重視した実践教育。午前は座学で基礎から専門的な知
識を習得し、午後は座学で得た知識を基に作付から出荷まで学生が主体的に行う実習に取り組んでいます。
　また、同校は全国に先駆けて有機農業を専門的に学ぶ「有機農業専攻」を設置しました。その他にも、社会人経験
者を対象にした「短期養成コース」、自営就農を目指す２年生を対象にした「就農準備コース」など、時代やニーズ
に合わせた研修内容を取り入れ学ぶ環境を整えています！

　農業科には２年制の４専攻とは
別に、１年間で農業経営者に必要
な知識と技術を学ぶことができる

「短期養成コース」が設けられて
います。
　社会人経験者など県内での自営
就農が明確な方を対象としたコー
スで、卒業後すぐの就農に向けて安
心して学べます。自身の就農ビジョ
ンに合わせて必要なカリキュラム
を選び、一人一人に合った知識と
技術を習得できることが特徴です。

　卒業後の進路は、自営就農や雇用就農、
ＪＡなどの農業団体や農業関連企業への就
職などさまざま。近年は、自営就農と雇用就
農へ進む学生が増加傾向にあり、令和４年
度の卒業生では８割を占めています。また、
雇用先で数年間技術や知識を学び、独立し
て自営就農を目指す学生も増えています。
　在学中に、関係機関を集めた就農ガイ
ダンスや２年次に行う長期インターン
シップなどを通じて自身が目指す将来像
を明確にすることで、学生が希望する就
農・就職を支援しています。

実習を重視したカリキュラムで
実践的な人材を育てる

ここに注目！
「短期養成コース」

ほとんどの学生が

島根県の農業を担う
職業へ

　学生の希望に合わせ、
計画的に資格・免許が取
得できるよう支援してい
ます！たとえば…
・ フォークリフト運転技

能講習
・ 車両系建設機械運転技

能講習
・けん引免許
・狩猟免許（わな猟）
・家畜人工授精師

…などなど

農業に必要な

資格・免許の取得を
支援
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JAしまねトピックス
★shimatopi★

島根県農政会議とＪＡ島根中央会は11月８日、出雲市のラピタウェディングパレスで持続可能な農業・農村の実現と食料安
全保障の強化に向けた緊急集会を開きました。県議会議員や農政会議役員、ＪＡしまね役職員ら約180人が参加。農業者代表
者らが現場の現状や国に対する意見・要望を訴え、食料・農業・農村基本法と関係施策の具体化に向けて意思集結を図りました。

当日は、ＪＡ全中農政部農政課の高塚明宏調査役が情勢報告として、同法の見直しに向けたＪＡグループの取り組みを報
告。その後、３人の農業者が意見表明しました。

島根県農協青年組織協議会の古川敬会長は「自助努力では乗り越えられない課
題に対し、国は現場の声をしっかり反映させ早急に構造転換を図ることが必要だ」
と表明。同協議会の伊藤慎治副会長は「10年、20年を見据えて農業者が夢と希
望を持って営農活動を続けていける方向性を示してほしい」と訴えました。

島根県畜産女性ネットワークの砂流裕美子代表は「私たちが作る農産物の価格
は誰が上げてくれるのか」と先行きの見えない現状を伝えました。

ＪＡしまね女性部の高橋美佐子部長が集会宣言を読み上げ、参加者は満場の拍
手で採択しました。

持続可能な農業・農村の実現と食料安全保障の強化へ
緊急集会を開催

topics

2

SDGsとは、国連が決めた「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」から、一文字ずつ取った略称です。17の目標をマークで示しています。
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　大分、高知、広島、山口、島根県の集落営農法人などの県協議会は11月９日、益田市で「集落営農法人の役割と必要性
～ひとづくり・ものづくり・ちいきづくり～」をテーマに令和５年度５県集落法人等連絡協議会サミットを開きました。各
県の集落営農法人や関係機関ら約230人が参加し、持続可能な集落営農の実現に向け各県の先進事例を共有しました。
　事例発表では、島根県からは邑南町の農事組合法人ファーム布施が、集落行事を通じて農繁期の労働力を確保する体制を
整えたことを報告。地元住民や転出者らを交えた田植え後の懇親会、収穫祭、研修会などを開くことで世代間の交流と郷土
愛を深め、農地の維持管理への理解も促していると伝えました。
　また、国への提言も採択し、提案事項には経営規模が小さい法人が雇用創出や
所得拡大に向けて広域連携組織を設立する際の支援などの20項目を盛り込みま
した。１月に農水省へ要望する予定です。
　翌10日には、1987年に全国初の集落営農型法人として設立した津和野町の農
事組合法人おくがの村を視察した他、東京大学大学院の鈴木宣弘教授による特別
講演も行いました。
　島根県集落営農・法人ネットワークの糸賀盛人会長は「中山間地域を守らなければ、
日本の農業と食料は維持できない。地域現場から訴えていきたい」と力を込めました。

ＪＡしまねは11月２日、松江市の島根中央家畜市場で令和５年度島根中央子牛共進会を開催しました。県内東部地区か
ら選抜された【しまね和牛】雌子牛39頭が出品され、改良の成果や生産者の飼養管理技術を競い合いました。

子牛は月齢順に第１区と第２区に区分。各区の首席から選ばれるグランドチャンピオンには雲南市の藤原英利さんの出品
牛「ゆり」号が、第１区の首席には安来市の倉井公子さんの出品牛「ひみさくら４」号が輝きました。

グランドチャンピオンの「ゆり」号は第２区に出品。同区の審査主査を務めた
全国和牛登録協会島根県支部の小林健宣支部長は「体ののびやかさや体上線、横
からみた各部位のなめらかさなど均称面が抜群で理想的な発育だった」と講評し
ました。藤原さんは「初めての出品でグランドチャンピオンとなり驚いている。
関係者の皆さんの支えや指導のおかげです」と話しました。

その他の主な受賞者は次のとおり。
◆第１区▽次席＝堀江一夫（雲南市）▽三席＝勝田律江（奥出雲町）
　　　　▽四席＝吉川重義（奥出雲町）▽五席＝大塚寛之（飯南町）
◆ 第２区▽次席＝渡部雅弘（飯南町）▽三席＝柴田慎二（安来市）
　　　　▽四席＝山田多美子（飯南町）▽五席＝（農）錦織ファーム（雲南市）

５県集落法人等連絡協議会サミットを開催

令和５年度島根中央子牛共進会を開催

グランドチャンピオンに輝いた
「ゆり」号と藤原さん（左）

事例発表をするファーム布施の松崎寿昌理事

集会宣言する高橋部長

現場の声を
もっと聞きたい組合長が行く！

ＪＡしまねの石川寿樹組合長ら本店常勤理事は、ＪＡ自己改革の一環として、地域の担い手・大型農業法人・集落営農組織等を
訪問し、今後のＪＡ運営に反映させるため各所で組合員の皆さまの貴重なご意見・ご要望を伺っています。

ＪＡしまねいわみ中央地区本部管内
今月の
訪問先 ●株式会社小松ファーム
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活発に意見を交わす進さん（左）と石川組合長（右）

6



JAしまねトピックス
★shimatopi★

島根県農政会議とＪＡ島根中央会は11月８日、出雲市のラピタウェディングパレスで持続可能な農業・農村の実現と食料安
全保障の強化に向けた緊急集会を開きました。県議会議員や農政会議役員、ＪＡしまね役職員ら約180人が参加。農業者代表
者らが現場の現状や国に対する意見・要望を訴え、食料・農業・農村基本法と関係施策の具体化に向けて意思集結を図りました。

当日は、ＪＡ全中農政部農政課の高塚明宏調査役が情勢報告として、同法の見直しに向けたＪＡグループの取り組みを報
告。その後、３人の農業者が意見表明しました。

島根県農協青年組織協議会の古川敬会長は「自助努力では乗り越えられない課
題に対し、国は現場の声をしっかり反映させ早急に構造転換を図ることが必要だ」
と表明。同協議会の伊藤慎治副会長は「10年、20年を見据えて農業者が夢と希
望を持って営農活動を続けていける方向性を示してほしい」と訴えました。

島根県畜産女性ネットワークの砂流裕美子代表は「私たちが作る農産物の価格
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します。酸性土が改良されると土壌微生物の働きが活
発となって、有機物の分解を早める効果もあります。 
　野菜の種類によっては酸性を好むものもあり、野菜
の種類に適した酸度（pH）に調整することが大切で
す。ジャガイモ、スイカはpH５.０～５.５でよく育ち
ます。一方、ホウレンソウ、タマネギは特に酸性に弱く、
発芽してもしばらくすると枯れてしまいます（表２）。
酸性土壌ではアルミニウムイオンが溶け出し、ホウレ
ンソウなどの根を阻害するからと考えられています。

酸性土壌の矯正
　土の酸度を調べる診断キット（図１）や、土に直接
差し込んで測定する土壌酸度測定器があります。石灰
資材を過剰に与えると微量要素の吸収を妨げる恐れが
あるため、測定値に応じた石灰資材を施します。施用
量は土壌の種類によって異なりますが、一般的にpH
を１上げるには粒状の苦土石灰では１平方ｍ当たり
150～200ｇです。なお、石灰資材は窒素肥料や窒素
分の多い堆肥と一緒に施すと、アンモニアガスが発生
し、窒素分が逃げてしまいます。そのため石灰資材と
窒素肥料を同時に与えてはいけません。種まきや植え
付け２週間前に石灰資材をまいてよく土と混ぜてお
き、１週間前に化成肥料と堆肥を施用します。

連作と輪作
　同じ土地に同じ野菜を連続して作ることを連作とい
います。しかし、連作すると生長に障害が出る野菜が
あります。連作障害の原因は多様ですが、病害による
ものが最も多く、次いで土壌の悪化によるものとなっ
ています。
　エンドウは一度作ると、７年は作れません。トマト、
ゴボウなどは５、６年、インゲンマメ、サトイモなど
は３、４年、キュウリ、ホウレンソウなどは１、２年
です。カボチャ、タマネギ、サツマイモのように連作
しても障害の出にくい野菜もあります（表１）。
　同じ科に属する近縁な野菜は似た性質を持っている
ため、病害虫と肥料の吸収が共通しています。そのため、
連作すると土に生息する病害虫が増え、微量でも必要
な肥料成分が不足して生長を妨げることがあります。
　そのため特性の異なる野菜を上手に組み合わせた一
定の順序で作付け（輪作）をしましょう。

野菜の適性酸度
　雨が多い日本はカルシウム（石灰）やマグネシウム

（苦土）が流れやすく、酸性土になりがちです。野菜
の生育に適した弱酸性（pH６.０～６.５）とするた
めにカルシウムとマグネシウムを含む石灰資材を投入

菜園の土壌管理

園芸研究家　成松　次郎
※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

野菜の種類に合わせた土づくり
　家庭菜園では多くの種類を栽培しますので、それぞれの特性に合わせた
土壌管理が必要です。

あなたもチャレンジ！

家庭菜園

【協議事項】
①西いわみ地区本部　葬祭利用料変更に伴う葬祭会館

及び葬祭具利用管理規定の改定について
②職制規定の一部改正について
③令和５年９月末仮決算について

④「マネー・ロンダリング等への対応に関する規則」
等の一部改正について

⑤出資口数の減少（減口）の承認について
⑥行方不明組合員等の脱退手続きに係る組合員資格の

確認について
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右から窪田浩仁出雲署長、
長廻さん、佐藤慈史店長

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
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11
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へ

つ
な
ぐ
食
と
農
〜
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米
消
費
拡
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プ
ロ
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ェ
ク
ト

〜
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ー
マ
に
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雲
地
区

本
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南
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第
7
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J
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つ

り
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催
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縮
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催
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催
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催
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台
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日
、
同
J
A
出
雲
地
区
本
部
常
勤
役

員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
は

毎
年
行
っ
て
お
り
、
各
支
部
で
取
り
ま
と
め
た
意
見
や

要
望
を
J
A
常
勤
役
員
へ
直
接
伝
え
る
こ
と
で
、
各
組

織
の
抱
え
て
い
る
課
題
の
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
連
盟
は
、
美
味
し
ま
ね
認
証
に
つ
い
て
の
P
R

方
法
や
個
人
農
業
者
を
対
象
と
す
る
各
種
補
助
事
業
の

拡
充
な
ど
の
農
業
問
題
を
中
心
に
要
望
。
J
A
の
助
け

合
い
組
織
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
や
す
ら

ぎ
会
は
、
同
組
織
が
行
な
っ
て
い
る
活
動
や
取
り
組
み

の
P
R
方
法
等
の
意
見
を
、
女
性
部
は
店
舗
再
編
に
よ

り
支
店
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
女
性
部
の
活
動
拠
点

の
確
保
や
支
部
の
事
務
局
体
制
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
建
設
的

な
意
見
や
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

青
年
連
盟
・
や
す
ら
ぎ
会
・

女
性
部
が
役
員
と
意
見
交
換

神門梨を収穫する参加者

神在ねぎの目合わせを行う生産者

総会の挨拶に併せ
活動報告をする桑本女性部長

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
は
11
月

12
日
、
芦
渡
町
の
圃
場
で
神
門
梨
の
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
家
族
を
対
象
と
し
、

合
わ
せ
て
76
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
出
雲
青
年
連
盟
で
は
、
食
農
教
育
の

一
環
で
毎
年
親
子
参
加
の
収
穫
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
芋
ほ
り

大
会
や
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
収
穫
も
実
施
。

今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
神
門
梨
を
収

穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
の
は
１
玉
が
１
キ
ロ
以
上

に
も
な
る
「
あ
た
ご
」。
当
日
は
、
あ

い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
、
カ
ッ
パ
や

長
靴
を
着
用
し
て
の
収
穫
体
験
と
な
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
梨

に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
収
穫
を
行
い
ま

し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
神
在
ね
ぎ
部
会
は

10
月
30
日
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本

部
で
出
荷
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。
今

年
度
産
の
生
育
状
況
、
出
荷
販
売
計
画

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
サ
ン
プ
ル
を

見
な
が
ら
目
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
25
人
が
約
3
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
栽
培
。「
出
雲
神
在
ね
ぎ
」
は
柔
ら

か
さ
と
甘
さ
が
特
徴
で
、
葉
ま
で
す
べ

て
食
べ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
今
年

は
8
月
下
旬
か
ら
9
月
の
大
雨
に
よ
り
、

根
に
負
担
が
か
か
っ
た
が
、
10
月
に
入

り
天
候
も
安
定
し
た
た
め
順
調
に
生
育
。

11
月
か
ら
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
の
神
田
真
里
部
会
長
は
「
市

場
は
も
と
よ
り
、
地
元
で
の
消
費
拡
大

を
進
め
て
出
雲
神
在
ね
ぎ
の
知
名
度
を

向
上
さ
せ
た

い
」
と
意
気

込
み
を
語
り

ま
し
た
。
出

荷
は
2
月
ま

で
を
予
定
し
、

ピ
ー
ク
は
12

月
下
旬
か
ら

1
月
中
旬
を

見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
女
性

部
は
11
月
21
日
、大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う

ら
ら
館
で
生
産
者
、関
係
者
ら
約
1
0
0

人
が
集
ま
り
、総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
年
間
を
通
し
て
活
動
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、女
性
部
一
丸
と
な
り
、

産
地
の
維
持
・
発
展
に
向
け
て
意
思
統

一
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、研
修
会
で
は
島
根
県
東
部
農
林

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
石
倉
普
及
員
よ
り
、

ぶ
ど
う
の
収
量
ア
ッ
プ
と
加
温
経
費
削

減
に
つ
い
て
学
び
、出
雲
大
同
青
果
荒
瀬

部
長
と
J
A
本
店
永
瀬
販
売
担
当
か
ら

は
、ぶ
ど
う
の
販
売
状
況
や
産
地
の
評
価

な
ど
の
情
報
提
供
が
あ
り
、来
年
産
に
向

け
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　
同
部
会
桑
本
晶
子
女
性
部
長
は「
昨
年

ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
や
や
自
粛

し
て
い
た
が
、今
年
は
視
察
研
修
会
を
再

開
し
、活
発
に
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
女

性
部
活
動
を

通
じ
て
ぶ
ど

う
の
産
地
振

興
に
繋
げ
る

事
が
で
き
、

う
れ
し
く
思

い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　（
有
）
J
A
い
ず
も
ア
グ
リ
マ
ー
ト
が

運
営
す
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
J
A

い
ず
も
平
田
店
」
が
11
月
21
日
、
特
殊

詐
欺
被
害
を
防
い
だ
と
し
て
、
出
雲
警

察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
同
店
の
長
廻
洋
子
さ
ん
は
来
店
者
か

ら
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
３
枚
の
購
入

に
対
し
、
使
途
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
不
審
な
点
が
あ
っ
た
た
め
詐
欺
を

疑
い
、
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
し
詐
欺
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
た
。

　
長
廻
さ
ん
は
「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

を
購
入
さ
れ
る
来
店
者
に
は
チ
ラ
シ
を

使
い
な
が
ら
声
が
け
を
し
、
少
し
で
も

不
審
な
点
が
あ
れ
ば
警
察
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
詐
欺
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。
長
廻
さ
ん
は
昨

年
1
月
に
も
特
殊
詐
欺
を
防
い
だ
と
し

て
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

意見交換会の様子

宇那手神楽保存会

出雲市農政会議主催の餅まき

大抽選会

北陽ドリームエンジェルス

「
出
雲
神
在
ね
ぎ
」本
格
的
な
出
荷
始
ま
る

部
会
員
が
目
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
平
田
店

特
殊
詐
欺
被
害
防
ぎ
感
謝
状

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

女
性
部
総
会
開
催

親
子
で
食
農
教
育
体
験 

梨
狩
り

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟

秋
の
収
穫
に
感
謝
！ 

農
業
ま
つ
り
開
催

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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右から窪田浩仁出雲署長、
長廻さん、佐藤慈史店長

　
J
A
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出
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地
区
本
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『
明
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へ
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ぐ
食
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農
〜
い
ず
も
の

米
消
費
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
』を
テ
ー
マ
に
、出
雲
地
区

本
部
南
側
駐
車
場
で
第
7
回
J
A

し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
農
業
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
は
規

模
を
縮
小
し
て
開
催
を
し
ま
し
た

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
規
模

で
開
催
。
出
雲
市
農
政
会
議
主
催

の
餅
ま
き
も
4
年
ぶ
り
に
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
北
陽

ド
リ
ー
ム
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
や
J
A
女
性
部
の
舞
台

発
表
、
宇
那
手
神
楽
保
存
会
の
神

楽
な
ど
様
々
な
催
し
が
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
女

性
部
に
よ
る
カ
レ
ー
の
販
売
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
新
鮮
野
菜
の

直
売
所
な
ど
が
多
数
出
店
。
ま
た

業
績
還
元
に
よ
り
景
品
を
多
数
用

意
し
て
大
抽
選
会
を
実
施
し
、
約

1
，2
0
0
人
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
と
同
や
す
ら
ぎ
会
、
同

女
性
部
は
11
月
20
日
、
同
J
A
出
雲
地
区
本
部
常
勤
役

員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
は

毎
年
行
っ
て
お
り
、
各
支
部
で
取
り
ま
と
め
た
意
見
や

要
望
を
J
A
常
勤
役
員
へ
直
接
伝
え
る
こ
と
で
、
各
組

織
の
抱
え
て
い
る
課
題
の
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
連
盟
は
、
美
味
し
ま
ね
認
証
に
つ
い
て
の
P
R

方
法
や
個
人
農
業
者
を
対
象
と
す
る
各
種
補
助
事
業
の

拡
充
な
ど
の
農
業
問
題
を
中
心
に
要
望
。
J
A
の
助
け

合
い
組
織
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
や
す
ら

ぎ
会
は
、
同
組
織
が
行
な
っ
て
い
る
活
動
や
取
り
組
み

の
P
R
方
法
等
の
意
見
を
、
女
性
部
は
店
舗
再
編
に
よ

り
支
店
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
女
性
部
の
活
動
拠
点

の
確
保
や
支
部
の
事
務
局
体
制
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
建
設
的

な
意
見
や
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

青
年
連
盟
・
や
す
ら
ぎ
会
・

女
性
部
が
役
員
と
意
見
交
換

神門梨を収穫する参加者

神在ねぎの目合わせを行う生産者

総会の挨拶に併せ
活動報告をする桑本女性部長

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
は
11
月

12
日
、
芦
渡
町
の
圃
場
で
神
門
梨
の
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
家
族
を
対
象
と
し
、

合
わ
せ
て
76
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
出
雲
青
年
連
盟
で
は
、
食
農
教
育
の

一
環
で
毎
年
親
子
参
加
の
収
穫
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
芋
ほ
り

大
会
や
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
収
穫
も
実
施
。

今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
神
門
梨
を
収

穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
の
は
１
玉
が
１
キ
ロ
以
上

に
も
な
る
「
あ
た
ご
」。
当
日
は
、
あ

い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
、
カ
ッ
パ
や

長
靴
を
着
用
し
て
の
収
穫
体
験
と
な
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
梨

に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
収
穫
を
行
い
ま

し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
神
在
ね
ぎ
部
会
は

10
月
30
日
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本

部
で
出
荷
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。
今

年
度
産
の
生
育
状
況
、
出
荷
販
売
計
画

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
サ
ン
プ
ル
を

見
な
が
ら
目
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
部
会
で
は
25
人
が
約
3
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
栽
培
。「
出
雲
神
在
ね
ぎ
」
は
柔
ら

か
さ
と
甘
さ
が
特
徴
で
、
葉
ま
で
す
べ

て
食
べ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
今
年

は
8
月
下
旬
か
ら
9
月
の
大
雨
に
よ
り
、

根
に
負
担
が
か
か
っ
た
が
、
10
月
に
入

り
天
候
も
安
定
し
た
た
め
順
調
に
生
育
。

11
月
か
ら
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
の
神
田
真
里
部
会
長
は
「
市

場
は
も
と
よ
り
、
地
元
で
の
消
費
拡
大

を
進
め
て
出
雲
神
在
ね
ぎ
の
知
名
度
を

向
上
さ
せ
た

い
」
と
意
気

込
み
を
語
り

ま
し
た
。
出

荷
は
2
月
ま

で
を
予
定
し
、

ピ
ー
ク
は
12

月
下
旬
か
ら

1
月
中
旬
を

見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
女
性

部
は
11
月
21
日
、大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う

ら
ら
館
で
生
産
者
、関
係
者
ら
約
1
0
0

人
が
集
ま
り
、総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
年
間
を
通
し
て
活
動
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、女
性
部
一
丸
と
な
り
、

産
地
の
維
持
・
発
展
に
向
け
て
意
思
統

一
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、研
修
会
で
は
島
根
県
東
部
農
林

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
石
倉
普
及
員
よ
り
、

ぶ
ど
う
の
収
量
ア
ッ
プ
と
加
温
経
費
削

減
に
つ
い
て
学
び
、出
雲
大
同
青
果
荒
瀬

部
長
と
J
A
本
店
永
瀬
販
売
担
当
か
ら

は
、ぶ
ど
う
の
販
売
状
況
や
産
地
の
評
価

な
ど
の
情
報
提
供
が
あ
り
、来
年
産
に
向

け
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　
同
部
会
桑
本
晶
子
女
性
部
長
は「
昨
年

ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
や
や
自
粛

し
て
い
た
が
、今
年
は
視
察
研
修
会
を
再

開
し
、活
発
に
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
女

性
部
活
動
を

通
じ
て
ぶ
ど

う
の
産
地
振

興
に
繋
げ
る

事
が
で
き
、

う
れ
し
く
思

い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　（
有
）
J
A
い
ず
も
ア
グ
リ
マ
ー
ト
が

運
営
す
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
J
A

い
ず
も
平
田
店
」
が
11
月
21
日
、
特
殊

詐
欺
被
害
を
防
い
だ
と
し
て
、
出
雲
警

察
署
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
同
店
の
長
廻
洋
子
さ
ん
は
来
店
者
か

ら
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
３
枚
の
購
入

に
対
し
、
使
途
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
不
審
な
点
が
あ
っ
た
た
め
詐
欺
を

疑
い
、
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
し
詐
欺
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
た
。

　
長
廻
さ
ん
は
「
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

を
購
入
さ
れ
る
来
店
者
に
は
チ
ラ
シ
を

使
い
な
が
ら
声
が
け
を
し
、
少
し
で
も

不
審
な
点
が
あ
れ
ば
警
察
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
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。
詐
欺
被
害
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
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」
と
話
し
ま
し
た
。
長
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さ
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は
昨

年
1
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に
も
特
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防
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し
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感
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贈
呈
さ
れ
て
い
ま
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。
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出
雲
神
在
ね
ぎ
」本
格
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出
荷
始
ま
る

部
会
員
が
目
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
平
田
店

特
殊
詐
欺
被
害
防
ぎ
感
謝
状

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

女
性
部
総
会
開
催

親
子
で
食
農
教
育
体
験 

梨
狩
り

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟

秋
の
収
穫
に
感
謝
！ 

農
業
ま
つ
り
開
催

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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出
雲
市
灘
分
町
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
栽

培
す
る
荒
木
大
さ
ん
。
以
前
は
車
の
整
備

の
仕
事
や
農
機
具
を
取
り
扱
う
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
農
家
さ
ん
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
の
問
題
も
あ
り
、
荒

木
さ
ん
に
農
業
を
し
て
み
な
い
か
と
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
農
業
に
興
味

が
あ
り
、
将
来
的
に
は
農
家
と
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
荒
木
さ
ん
は
、

自
身
の
叔
父
さ
ん
が
所
属
し
て
い
る
営
農

組
合
で
水
稲
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
基
礎
的

な
事
を
教
わ
り
、
今
年
の
４
月
か
ら
新
規

就
農
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
の
協
力
に
感
謝

　
現
在
は
叔
父
さ
ん
や
地
域
の
方
の
農
地
を

引
き
継
い
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
栽
培
は
基

本
的
に
1
人
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
防
除
時

期
や
収
穫
時
な
ど
の
繁
忙
期
は
家
族
や
親
戚

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
農
家
さ
ん
や
他
の
営

農
組
合
さ
ん
も
協
力
し
作
業
を
手
伝
っ
て
く

れ
ま
す
。「
自
分
が
専
業
農
家
と
し
て
や
れ
て

い
る
の
は
周
り
の
農
家
さ
ん
や
指
導
を
し
て

く
れ
る
営
農
組
合
、
県
の
普
及
員
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

失
敗
か
ら
学
ん
だ
１
年
目

そ
の
経
験
を
活
か
し

高
品
質
な
栽
培
を
目
指
す

　「
今
年
は
就
農
し
て
初
め
て
1
人
で
の
栽

培
と
い
う
事
も
あ
り
、
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ

な
失
敗
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
栽
培
面
積
と

作
業
量
に
慣
れ
ず
、
常
に
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ

い
で
し
た
」
と
話
す
荒
木
さ
ん
。
同
じ
圃
場

で
の
連
作
に
よ
る
病
気
や
排
水
対
策
が
不
十

分
な
た
め
の
生
育
不
良
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
と
同
時
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

べ
ま
し
た
。「
今
年
は
と
て
も
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
来
年
に
活
か
し
、
今

の
仕
事
量
や
作
業
に
早
く
慣
れ
、
来
年
以
降

は
も
っ
と
高
品
質
な
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培

を
目
指
し
ま
す
」
と
前
向
き
に
力
強
く
今
後 

の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栽
培
規
模

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
　
　

  

　5
反

あ
ら

　き

だ
い

荒
木 

　大
（34）

ー
　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
　
ー さん

　11月14日、出雲市社会福祉協議会（渡部英二会長）に新
米（きぬむすめ）500kgを寄贈しました。
　寄贈に際し、足立会長は「生活にお困りの方を食で支援する
企画に賛同するとともに、地元で収穫されたおいしいお米をた
くさんの方に食べていただきたい。これからも米消費拡大運動
を展開し、農家を支援していきます」と挨拶されました。
　渡部会長は「たくさんのお米を頂き感謝します。生活に困窮
する方々に有効に活用させていただきます」と述べられました。
　なお、寄贈したお米は出雲市社会福祉協議会が12月16日
に開催する『フードドライブ』を通じて、生活にお困りの市民
の方に無償提供されます。

　JAしまね出雲地区本部と出雲女性部は
11月26日、山陰初の24時間フードバン
ク「コニュニティフリッジ出雲」に支援団
体として、同地区本部珍部誠本部長と同女
性部浦部えつ子女性部長が食料品をそれぞ
れ寄贈しました。
　今後も地域貢献として、職員・女性部・
生産者にて継続的な支援を行う予定です。

　「コミュニティフリッジ出雲」はひとり親家庭
の子どもたちを支援するため、11月30日にスター
トした常設のフードバンクです。低所得のひとり親
家庭は出雲市内だけで1,200世帯もあり、中には食
事を満足に食べられない子どもたちもいます。
　毎月1,000円のご寄付をいただくマンスリー会員
や、食料品や日用品等のご寄贈による支援を募集し
ています。詳細はWEBサイトをご覧ください。

令和5年12月16日

No.107

【活動内容報告】

○出雲市社会福祉協議会へお米を寄贈

【活動内容報告】

出雲市農政会議だより
発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1　JAしまね出雲地区本部営農企画課内）
発行責任者：事務局長　山根　康太

左から坂本副本部長、足立会長、渡部会長

お問合せ
TEL：0853-31-5149　Mail：info＠shimane-cspj.org
NPO法人しまね子ども支援プロジェクト

農家にSPOTIZUMO Information
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「
お
花
の
教
室

が
あ
る
と
い
い

よ
ね
」
と
い
う

会
話
が
き
っ
か

け
で
平
成
28
年

9
月
に
結
成
し

現
在
8
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
同
教
室
は
自

由
花
な
の
で
先

生
が
準
備
さ
れ

た
同
じ
お
花
を

メ
ン
バ
ー
そ
れ

ぞ
れ
が
文
字
通
り
自
分
の
想
う
ま
ま

自
由
に
生
け
て
い
ま
す
。
花
器
も
そ

れ
ぞ
れ
違
う
の
で
完
成
し
た
作
品
は

メ
ン
バ
ー
の
個
性
が
出
て
と
て
も
華

や
か
で
、
皆
大
満
足
で
自
宅
に
持
っ

て
帰
り
玄
関
や
床
の
間
に
飾
り
ま
す
。

　
同
教
室
代
表
の
川
上
幸
子
さ
ん
は

「
コ
ロ
ナ
禍
前
は
自
分
た
ち
が
生
け

た
お
花
を
見
な
が
ら
お
茶
会
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
も
う
何
年
も

し
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
も
少
し
ず

つ
収
束
し
て
き
て
い
る
の
で
、
ま
た

お
茶
会
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
来
年
以
降
に
向
け
て
前
向

き
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
出
雲
女
性
部
西
部
地
区
生
け
花
教

室
は
毎
月
第
３
木
曜
日
に
J
A
し
ま

ね
出
雲
地
区
本
部
大
社
支
店
の
会
議

室
で
生
け
花
を
行
っ
て
い
ま
す
。
女

性
部
の
活
動
の
中
で
部
員
同
士
の

　
出
雲
女
性
部
で
は
毎
年
、女
性
部
全

体
で
の
運
動
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、近
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
開

催
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
女
性
部
河

南
地
区
で
は
10
月
31
日
、女
性
部
運
動

会
の
代
わ
り
に
体
を
動
か
し
部
員
同
士

の
親
睦
を
深
め
る
活
動
と
し
て
J
A
し

ま
ね
出
雲
地
区
本
部
神
戸
川
支
店
の
会

議
室
で
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
は『
モ
ル
ッ
ク
』と
い
う
競
技
を

選
び
ま
し
た
。モ
ル
ッ
ク
は
ス
キ
ッ
ト

ル
と
い
う
木
製
の
ピ
ン
を
12
本
並
べ
、

モ
ル
ッ
ク
と
い

う
棒
を
投
げ
て

ピ
ン
を
倒
し
、

得
点
を
競
う
競

技
で
す
。
参
加

者
を
4
チ
ー
ム

に
分
け
て
競
い

ま
し
た
が
、
参

加
者
の
ほ
と
ん

ど
が
モ
ル
ッ
ク

を
行
う
の
が
初

め
て
で
、
最
初

は
戸
惑
い
な
が

ら
も
モ
ル
ッ
ク

の
楽
し
さ
と
難

し
さ
を
体
感
し

ま
し
た
。
体
を

動
か
し
た
後
は

役
員
が
準
備
し

た
豚
汁
と
き
な

こ
も
ち
を
食
べ

て
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　
同
地
区
の
布

野
富
枝
地
区
長
は「
頭
を
使
い
な
が
ら
、

み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。ま
た
今
後
も

計
画
し
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
東
部
地
区
で
は
11
月
16
日
、同
地
区

本
部
平
田
中
央
支
店
大
会
議
室
で
ミ
ニ

運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
支

部
毎
に
分
か
れ
、玉
入
れ
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
送
り
リ
レ
ー
、的
当
て
な
ど
6
つ

の
競
技
で
競
い
ま
し
た
。ま
た
、競
技

と
競
技
の
間
に
は
参
加
者
全
員
で
の
踊

り
や
、運
動
会
の
最
後
に
は
役
員
が

作
っ
た
カ
レ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。同
地
区

の
山
形
由
紀
地
区
長
は「
と
に
か
く
参

加
者
全
員
が
で
き
る
運
動
会
を
計
画
し

ま
し
た
。
短
時
間
で
し
た
が
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
紹
介

活
動
紹
介

女
性
部
南
部
地
区

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

出
雲
市
へ
寄
贈

活
動
紹
介

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
出
雲

ラ
ピ
タ
フ
ェ
ス
に
出
店

活
動
紹
介

出
雲
女
性
部
各
地
で

　
　体
を
動
か
し

親
睦
深
め
る

活
動
紹
介

出
雲
や
す
ら
ぎ
会

長
浜
支
部
「
喜
愛
の
会
」

初
の
サ
ロ
ン
会

　
出
雲
女
性
部
南
部
地
区
は
10
月
25
日
、

出
雲
市
役
所
を
訪
れ
、
出
雲
市
の
杉
谷

学
教
育
長
へ
衛
生
用
品
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
の
寄
贈
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
収
入
減
少
な
ど
で
衛
生
用

品
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、「
J
A
南
部
女
性
部

フ
ェ
ス
」
で
の
バ
ザ
ー
の
収
益
金
の
一

部
を
使
用
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
今
岡
政
子
地
区
長
は
「
バ

ザ
ー
に
は
多
く
の
方
に
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
手
渡
し

ま
し
た
。
杉
谷
教
育
長
は
「
学
校
現
場

で
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
南
部
女
性
部

で
は
今
後
も
地

域
貢
献
活
動
を

展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

今岡地区長から杉谷教育長へ寄贈

河南地区のモルック

東部地区のミニ運動会参加者全員でラジオ体操

J
A
し
ま
ね

出
雲
女
性
部 

西
部
地
区

　
　
　
　
　生
け
花
教
室

　
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
長
浜
支
部
が
11

月
9
日
、
長
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
荒
茅
地
区
の
「
ほ
ほ
笑
み
会
」

と
園
地
区
の
「
話
茶
会
」
を
1
つ
に

し
た
初
の
サ
ロ
ン
会
、「
喜
愛
の
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
に
荒
茅
支
店
と
園
支
店

が
統
合
し
長
浜
支
店
と
な
り
ま
し
た

が
、
同
支
部
に
つ
い
て
は
翌
年
の
令

和
３
年
に
統
合
。
統
合
後
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
サ
ロ
ン
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

度
2
つ
の
サ
ロ
ン
を
1
つ
に
し
、
今

後
は
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
こ
う
と

「
喜
愛
の
会
」
と
名
づ
け
、
第
１
回

目
の
サ
ロ
ン
会
を
開
催
。

　
当
日
は
両
地
区
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を

含
め
約
60
人
が
参
加
し
、
山
陰
中
央

マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
会
長
立
原
源
海

さ
ん
と
ゆ
う
た
ん
さ
ん
の
２
人
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
出
雲
弁
で
の

ラ
ジ
オ
体
操
、
ま
た
や
す
ら
ぎ
会
員

に
よ
る
「
長
生
き
音
頭
」
な
ど
体
を

動
か
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
会
の
奥
井
祐
子
幹
事
は
「
第
１

回
が
無
事
に
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し

た
。
参
加
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
全
員
が

楽
し
め
る
会
に
し
た
い
。
こ
の
会
が

長
く
続
い
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
出

雲
は
10
月
15
日
、ラ
ピ
タ
本
店
が
開
催

し
た「
ラ
ピ
タ
フ
ェ
ス
」に
出
店
し
ま

し
た
。「
ラ
ピ
タ
フ
ェ
ス
」は
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
場
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
10
月
14
、15
日
の
両

日
開
催
。か
ら
あ
げ
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど

の
飲
食
店
の
ほ
か
、雑
貨
販
売
、金
魚

す
く
い
な
ど
約
20
店
舗
の
出
店
が
あ

り
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
員
は
自
作
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
や
手
芸
品
を
販
売
し
た
ほ

か
、ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
や
ア
ロ
マ

せ
っ
け
ん
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
、家
族

連
れ
な
ど
多
く

の
人
が
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、販
売
に

併
せ
J
A
女
性

部
や
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
の
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、

活
動
に
つ
い
て

P
R
し
ま
し
た
。
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「
お
花
の
教
室

が
あ
る
と
い
い

よ
ね
」
と
い
う

会
話
が
き
っ
か

け
で
平
成
28
年

9
月
に
結
成
し

現
在
8
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
同
教
室
は
自

由
花
な
の
で
先

生
が
準
備
さ
れ
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を

メ
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バ
ー
そ
れ

ぞ
れ
が
文
字
通
り
自
分
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ま

自
由
に
生
け
て
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ま
す
。
花
器
も
そ

れ
ぞ
れ
違
う
の
で
完
成
し
た
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品
は

メ
ン
バ
ー
の
個
性
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出
て
と
て
も
華

や
か
で
、
皆
大
満
足
で
自
宅
に
持
っ

て
帰
り
玄
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や
床
の
間
に
飾
り
ま
す
。

　
同
教
室
代
表
の
川
上
幸
子
さ
ん
は

「
コ
ロ
ナ
禍
前
は
自
分
た
ち
が
生
け

た
お
花
を
見
な
が
ら
お
茶
会
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
も
う
何
年
も

し
て
い
ま
せ
ん
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コ
ロ
ナ
も
少
し
ず

つ
収
束
し
て
き
て
い
る
の
で
、
ま
た

お
茶
会
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
来
年
以
降
に
向
け
て
前
向

き
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
出
雲
女
性
部
西
部
地
区
生
け
花
教

室
は
毎
月
第
３
木
曜
日
に
J
A
し
ま

ね
出
雲
地
区
本
部
大
社
支
店
の
会
議

室
で
生
け
花
を
行
っ
て
い
ま
す
。
女

性
部
の
活
動
の
中
で
部
員
同
士
の

　
出
雲
女
性
部
で
は
毎
年
、女
性
部
全

体
で
の
運
動
会
を
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、近
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
開

催
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
女
性
部
河

南
地
区
で
は
10
月
31
日
、女
性
部
運
動

会
の
代
わ
り
に
体
を
動
か
し
部
員
同
士

の
親
睦
を
深
め
る
活
動
と
し
て
J
A
し

ま
ね
出
雲
地
区
本
部
神
戸
川
支
店
の
会

議
室
で
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
は『
モ
ル
ッ
ク
』と
い
う
競
技
を

選
び
ま
し
た
。モ
ル
ッ
ク
は
ス
キ
ッ
ト

ル
と
い
う
木
製
の
ピ
ン
を
12
本
並
べ
、

モ
ル
ッ
ク
と
い

う
棒
を
投
げ
て

ピ
ン
を
倒
し
、

得
点
を
競
う
競

技
で
す
。
参
加

者
を
4
チ
ー
ム

に
分
け
て
競
い

ま
し
た
が
、
参

加
者
の
ほ
と
ん

ど
が
モ
ル
ッ
ク

を
行
う
の
が
初

め
て
で
、
最
初

は
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い
な
が

ら
も
モ
ル
ッ
ク
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体
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ま
し
た
。
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動
か
し
た
後
は

役
員
が
準
備
し
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豚
汁
と
き
な

こ
も
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を
食
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て
親
睦
を
深
め

ま
し
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。
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布
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富
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地
区
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頭
を
使
い
な
が
ら
、
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ん
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で
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し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。ま
た
今
後
も

計
画
し
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
東
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地
区
で
は
11
月
16
日
、同
地
区

本
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平
田
中
央
支
店
大
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議
室
で
ミ
ニ

運
動
会
を
開
催
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ま
し
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支
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毎
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入
れ
や
ペ
ッ
ト
ボ
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な
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6
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ま
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技
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が
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」
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。
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、
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を
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、
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市
の
杉
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学
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長
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衛
生
用
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を
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し
ま
し

た
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こ
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寄
贈
は
コ
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ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
収
入
減
少
な
ど
で
衛
生
用

品
を
買
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と
が
で
き
な
い
家
庭
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、「
J
A
南
部
女
性
部

フ
ェ
ス
」
で
の
バ
ザ
ー
の
収
益
金
の
一

部
を
使
用
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
今
岡
政
子
地
区
長
は
「
バ

ザ
ー
に
は
多
く
の
方
に
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
手
渡
し

ま
し
た
。
杉
谷
教
育
長
は
「
学
校
現
場

で
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
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い
ま
す
。

有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
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」
と
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ま

し
た
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女
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部

で
は
今
後
も
地
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活
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を
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と
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。
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東部地区のミニ運動会参加者全員でラジオ体操
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し
ま
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出
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部
地
区
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や
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ぎ
会
長
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9
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、
長
浜
コ
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セ
ン

タ
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で
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茅
地
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の
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ほ
ほ
笑
み
会
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と
園
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の
「
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会
」
を
1
つ
に
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た
初
の
サ
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ン
会
、「
喜
愛
の
会
」

を
開
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し
ま
し
た
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和
2
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に
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支
店
と
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が
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し
長
浜
支
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と
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り
ま
し
た

が
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つ
い
て
は
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の
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和
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に
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合
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ナ
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で
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る
こ

と
が
で
き
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せ
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で
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た
が
、
こ
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度
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の
サ
ロ
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を
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に
し
、
今

後
は
一
緒
に
活
動
を
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う
と

「
喜
愛
の
会
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と
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け
、
第
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回

目
の
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ン
会
を
開
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は
両
地
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を
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約
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が
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陰
中
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会
長
立
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源
海
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の
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に
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や
出
雲
弁
で
の

ラ
ジ
オ
体
操
、
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会
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に
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な
ど
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を
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な
が
ら
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み
ま
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た
。

　
同
会
の
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井
祐
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幹
事
は
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第
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が
無
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に
終
わ
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て
ほ
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と
し

た
。
参
加
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フ
も
全
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が
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る
会
に
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た
い
。
こ
の
会
が
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続
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て
欲
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い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
出
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は
10
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15
日
、ラ
ピ
タ
本
店
が
開
催

し
た「
ラ
ピ
タ
フ
ェ
ス
」に
出
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し
ま

し
た
。「
ラ
ピ
タ
フ
ェ
ス
」は
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
場
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
10
月
14
、15
日
の
両

日
開
催
。か
ら
あ
げ
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど

の
飲
食
店
の
ほ
か
、雑
貨
販
売
、金
魚

す
く
い
な
ど
約
20
店
舗
の
出
店
が
あ

り
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
員
は
自
作
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
や
手
芸
品
を
販
売
し
た
ほ

か
、ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
や
ア
ロ
マ

せ
っ
け
ん
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
、家
族

連
れ
な
ど
多
く

の
人
が
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、販
売
に

併
せ
J
A
女
性

部
や
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
の
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、

活
動
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て
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ポイント

当日は空気圧点検などの

行います。

当日は空気圧点検などの

行います。
愛車点検を無料で愛車点検を無料で

出雲地区本部 自動車課お問い合わせ先 TEL：（0853）28-2727
FAX：（0853）28-2811

出雲市高松町 675-1
《休日：日曜・祝日》

プレゼントプレゼント20,000
松江→

↑大社

←大田
赤い屋根

ローソンJA-SS

JAしまね 出雲地区本部
自動車課

28

9

白枝
交差点

出雲地区本部
自動車課

場 所

各メ
ーカ
ー展
示車を

とりそろえてお待ちしています！

新
春

令和 6 年

1月6日 1月7日
土 日

無 料無 料

1
特 典 おさいふカードポイント

2
特 典 オイル

交 換

今回の展示会で新車をご成約頂いた方に

回分2

スズキ

マツダ

ダイハツ

ホンダ

日 産

トヨタ

スバル

ふれあい号　年末年始の運行について
ふれあい号は、旧ふれあい店地区で運行し、

多くの方にご利用いただいております。

12月29日（金）北浜コース、鰐淵コースまで ...
12月30日（土）.....................................
12月31日（日）.....................................
1月1日（月）鰐淵コース・鵜鷺コース....
1月2日（火）乙立・所原コース、
　　　　　 佐香コース........................
1月3日（水）田儀・久村・大社（日御碕）コース...
1月4日（木）佐香コースから .................

ふれあい号の年末年始の運行について
お知らせいたします。

　ふれあい号は予約制です。事前に
乗車予約をしてください。
　詳しくは、最寄りの支店にお問合
せください。

通常運行

通常運行

運行なし
運行なし

運　　休

運　　休

運　　休

※1月4日の佐香コースの乗車予約は、12月29日（金）午前中までに
　お願いいたします。

JAしまね出雲地区本部 年末・年始営業時間のお知らせ
一般業務

金融・共済業務

営農業務

ラピタ

自動車燃料業務

地区本部

支店・会館

営農部・営農センター

グリーンセンター

本店・はまやま店・
みなみ店・ひらた店

佐田店・多伎店
・湖陵店・大社店

自動車課
LPガス業務
石油課
白枝給油所
北部給油所
南給油所
平田給油所
佐田給油所
多伎給油所
湖陵給油所
浜山給油所

休業

休業平常営業

平常営業

平常営業

平常営業

平常営業

平常営業

平常営業

休業

休店

休業

休業
休業

定休日

休業

休業

平常営業

平常営業

平常営業

平常営業
平常営業
平常営業

8:30～20:00

9:00～19:00

8:30～19:00 9:00～20:00

9:00～19:00 9:30～19:00

9:00～19:00
※全店棚卸

9:30～19:00
※全店棚卸

休店

緊急時は日直で対応（8:30～17:30）

9:00～16:00

9:00～17:00

12月29日（金） 1月4日（木）1月3日（水）1月2日（火）1月1日（月）12月31日（日）12月30日（土）

※石油課の年内配達業務は12月27日（水）が受付最終、12月28日（木）が配達最終となります。
　年明けは1月4日（木）が受付開始、1月5日（金）が配達開始となります。
※12月28日までと、1月5日からは全店平常営業となります。

　平素より JA LP ガスをご利用いただき、ありがとうございます。
　JA しまね出雲地区本部ガスセンターでは、４年以内に１度、
法令に基づいた消費設備の点検・調査を行っております。
　下記の予定で、調査の委託をしている島根県中央 LP ガス
保安センター協同組合の職員が伺いますので、ご理解・ご協
力の程よろしくお願い申し上げます。

LPガス
設備調査
点検とは

供給設備・消費設備のガス漏れの有無などの点検を行うことです。
4年以内に１回、安全のために実施することが法律で義務付けられております。
尚、この点検・調査は無料です。料金が発生することはございません。

1月
2月
3月

平田地区（平田～新田）、
小伊津地区、荒木地区
神西地区、朝山地区

※上記予定は進行状況等により、
　変更となる可能性もありますの
　でご了承ください。

令和5年度　LPガス設備調査点検のお知らせ

お問い合わせ先
ＪＡしまね出雲地区本部
ガスセンター
Ｔｅｌ ： ０８５３－２８－１２３４

●高松支店　●長浜支店　●神戸川支店　●朝山支店
●大津支店　●塩冶支店　●出雲支店　●四絡支店　●川跡支店
●平田中央支店　●西田支店　●平田東支店　●佐田支店
●湖陵支店　●大社支店　●荒木支店　●ラピタはまやま店
●ラピタみなみ店　●ラピタ本店　●ラピタひらた店
●ラピタ多伎店　●ラピタ湖陵店　●藤増ストアー知井宮
●県立中央病院　●ゆめタウン出雲　●ファミリーマートドーム北店
●有原　●今市　●久多美　●国富

詳しくは最寄の支店へお問い合わせください。

令和5年12月30日（土）までと、令和6年1月4日（木）からは、
通常通りのお取り扱いとなります。

年末年始ATM稼働日のお知らせ

●ラピタはまやま店　●ラピタひらた店　●ゆめタウン出雲

●佐田支店　●大社支店　●ラピタはまやま店
●ラピタみなみ店　●ラピタ本店　●ラピタひらた店
●ラピタ多伎店　●ラピタ湖陵店　●ゆめタウン出雲

令和5年１２月３１日　稼動ＡＴＭ

令和6年１月１日　稼動ＡＴＭ

※ＪＡのキャッシュカードは、県外ＪＡ､他行､ゆうちょ、コンビニ等の
　ＡＴＭでもご利用が可能です。

令和6年１月２日・３日　稼動ＡＴＭ

　令和5年12月31日から令和6年1月3日までは、
年末年始特別対応とさせていただき、下記を除く
ATMは全て休止させていただきます。

IZUMO InformationIZUMO Information
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ポイント

当日は空気圧点検などの

行います。

当日は空気圧点検などの

行います。
愛車点検を無料で愛車点検を無料で

出雲地区本部 自動車課お問い合わせ先 TEL：（0853）28-2727
FAX：（0853）28-2811

出雲市高松町 675-1
《休日：日曜・祝日》

プレゼントプレゼント20,000
松江→

↑大社

←大田
赤い屋根

ローソンJA-SS

JAしまね 出雲地区本部
自動車課

28

9

白枝
交差点

出雲地区本部
自動車課

場 所

各メ
ーカ
ー展
示車を

とりそろえてお待ちしています！

新
春

令和 6 年

1月6日 1月7日
土 日

無 料無 料

1
特 典 おさいふカードポイント

2
特 典 オイル

交 換

今回の展示会で新車をご成約頂いた方に

回分2

スズキ

マツダ

ダイハツ

ホンダ

日 産

トヨタ

スバル

ふれあい号　年末年始の運行について
ふれあい号は、旧ふれあい店地区で運行し、

多くの方にご利用いただいております。

12月29日（金）北浜コース、鰐淵コースまで ...
12月30日（土）.....................................
12月31日（日）.....................................
1月1日（月）鰐淵コース・鵜鷺コース....
1月2日（火）乙立・所原コース、
　　　　　 佐香コース........................
1月3日（水）田儀・久村・大社（日御碕）コース...
1月4日（木）佐香コースから .................

ふれあい号の年末年始の運行について
お知らせいたします。

　ふれあい号は予約制です。事前に
乗車予約をしてください。
　詳しくは、最寄りの支店にお問合
せください。

通常運行

通常運行

運行なし
運行なし

運　　休

運　　休

運　　休

※1月4日の佐香コースの乗車予約は、12月29日（金）午前中までに
　お願いいたします。

JAしまね出雲地区本部 年末・年始営業時間のお知らせ
一般業務

金融・共済業務

営農業務

ラピタ

自動車燃料業務

地区本部

支店・会館

営農部・営農センター

グリーンセンター

本店・はまやま店・
みなみ店・ひらた店

佐田店・多伎店
・湖陵店・大社店

自動車課
LPガス業務
石油課
白枝給油所
北部給油所
南給油所
平田給油所
佐田給油所
多伎給油所
湖陵給油所
浜山給油所

休業

休業平常営業

平常営業

平常営業

平常営業

平常営業

平常営業

平常営業

休業

休店

休業

休業
休業

定休日

休業

休業

平常営業

平常営業

平常営業

平常営業
平常営業
平常営業

8:30～20:00

9:00～19:00

8:30～19:00 9:00～20:00

9:00～19:00 9:30～19:00

9:00～19:00
※全店棚卸

9:30～19:00
※全店棚卸

休店

緊急時は日直で対応（8:30～17:30）

9:00～16:00

9:00～17:00

12月29日（金） 1月4日（木）1月3日（水）1月2日（火）1月1日（月）12月31日（日）12月30日（土）

※石油課の年内配達業務は12月27日（水）が受付最終、12月28日（木）が配達最終となります。
　年明けは1月4日（木）が受付開始、1月5日（金）が配達開始となります。
※12月28日までと、1月5日からは全店平常営業となります。

　平素より JA LP ガスをご利用いただき、ありがとうございます。
　JA しまね出雲地区本部ガスセンターでは、４年以内に１度、
法令に基づいた消費設備の点検・調査を行っております。
　下記の予定で、調査の委託をしている島根県中央 LP ガス
保安センター協同組合の職員が伺いますので、ご理解・ご協
力の程よろしくお願い申し上げます。

LPガス
設備調査
点検とは

供給設備・消費設備のガス漏れの有無などの点検を行うことです。
4年以内に１回、安全のために実施することが法律で義務付けられております。
尚、この点検・調査は無料です。料金が発生することはございません。

1月
2月
3月

平田地区（平田～新田）、
小伊津地区、荒木地区
神西地区、朝山地区

※上記予定は進行状況等により、
　変更となる可能性もありますの
　でご了承ください。

令和5年度　LPガス設備調査点検のお知らせ

お問い合わせ先
ＪＡしまね出雲地区本部
ガスセンター
Ｔｅｌ ： ０８５３－２８－１２３４

●高松支店　●長浜支店　●神戸川支店　●朝山支店
●大津支店　●塩冶支店　●出雲支店　●四絡支店　●川跡支店
●平田中央支店　●西田支店　●平田東支店　●佐田支店
●湖陵支店　●大社支店　●荒木支店　●ラピタはまやま店
●ラピタみなみ店　●ラピタ本店　●ラピタひらた店
●ラピタ多伎店　●ラピタ湖陵店　●藤増ストアー知井宮
●県立中央病院　●ゆめタウン出雲　●ファミリーマートドーム北店
●有原　●今市　●久多美　●国富

詳しくは最寄の支店へお問い合わせください。

令和5年12月30日（土）までと、令和6年1月4日（木）からは、
通常通りのお取り扱いとなります。

年末年始ATM稼働日のお知らせ

●ラピタはまやま店　●ラピタひらた店　●ゆめタウン出雲

●佐田支店　●大社支店　●ラピタはまやま店
●ラピタみなみ店　●ラピタ本店　●ラピタひらた店
●ラピタ多伎店　●ラピタ湖陵店　●ゆめタウン出雲

令和5年１２月３１日　稼動ＡＴＭ

令和6年１月１日　稼動ＡＴＭ

※ＪＡのキャッシュカードは、県外ＪＡ､他行､ゆうちょ、コンビニ等の
　ＡＴＭでもご利用が可能です。

令和6年１月２日・３日　稼動ＡＴＭ

　令和5年12月31日から令和6年1月3日までは、
年末年始特別対応とさせていただき、下記を除く
ATMは全て休止させていただきます。
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みんなの広場みんなの広場

出雲くにびき
2024 第41回

参加者募集大会 走ってえがこう ご縁の輪！

インターネットからお申し込みください。

※コース別に定員あり。定員になり次第、募集を締め切ります。
令和5年12月8日（金）～令和6年1月10日（水）

令和6年３月3日（日） 島根県立浜山公園 スタート・フィニッシュ
1ハーフマラソン（男女別一般【公認】）
210kmコース（男女別一般、高校生【公認】）
35kmコース（男女別一般、高校生）
43kmコース（男女別中学生、一般）
51.5kmコース（男女別小学3～ 6年生、一般）

参加料

種　目 1ハーフマラソン 1,200名
210kmコース 700名
35kmコース 500名
43kmコース 300名
51.5kmコース 500名

申込定員

会　場と　き

申込方法

申込期間

くにびきマラソン大会実行委員会事務局（出雲市役所 文化スポーツ課内）
TEL.0853－21－2341　E-mail : bunka-sports@city.izumo.shimane.jp

申し込み・
問い合せ先

この大会は、視覚に障がいのある方でも安心
して走ることができる大会として、全国の大会
の中でも特筆すべき大会となっています。事
務局では、伴走ボランティア組織「愛走フレン
ズ」のメンバーを随時募集しています。

愛走フレンズ募集中
【ランネット】http://runnet.jp/から申込み、
コンビニまたはクレジットカードで参加料を振り込んでください。

一　般：4,000円／高校生：1,000円／中学生：700円／小学生：500円
※一般の人で上記45に参加される人 3,000円

ワイン
200ml

焼酎0.6合
110ml

缶チューハイ1.5缶
520ml

ビール中瓶1本
500ml

ウィスキーダブル1杯
60ml

日本酒1合
180ml

【お詫びと訂正】【お詫びと訂正】

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

輝
け！
いずもスマイル

適度な飲酒量は？

出雲保健所でも
相談を行っています

上手なお酒の飲み方

お問い合わせ先 出雲保健所心の健康支援課　TEL ２１－１６５３

　適度な飲酒は、リラックス効果や動脈硬化を予防するなど心身ともに有益な作用をもたらします。
しかし、多量飲酒や20歳未満・妊産婦の飲酒などの不適切な飲酒は、身体だけではなく、心の健康
にも影響を及ぼします。自身の飲酒習慣を見直して、楽しく健康的な生活を送りましょう。

適度な飲酒量は 1 日平均純アルコール約20gです。
適度な飲酒量は以下の通りです。

適正飲酒をすることで、適
正体重を保つことができた
り、メタボリックシンドロー
ムの予防につながったりと
メリットがあります。

● 週2日は休肝日を設ける　● 量や時間を決めて飲む　● 強いお酒は薄める
● 寝酒はやめる　● 妊娠中と授乳中は避ける　●食べながら飲む習慣を

お酒の問題でお困りの方やご家族の方は、一度相談してみませんか。
●酒害相談員によるお酒の困りごと相談　　●保健師による電話・来所相談
　原則第2水曜日 9：00～11：00（予約制） 　　随時受け付けています。

お酒の飲みすぎには気をつけましょう

女性と高齢者は
この半量が
適量です。

　平素はJA事業に格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。しまねびより11月号において掲
載の記事に誤りがありました。深くお詫び申し上げるとともに訂正させていただきます。

※不明な点は下記連絡先まで
　お問い合わせください（誤）出雲市渡橋町で神在ねぎを栽培する飯塚裕二さんは、

（正）出雲市芦渡町で神在ねぎを栽培する飯塚裕二さんは、

※12ページ　『農家にSPOT』のページより

（誤）川瀬施設長からは「年に2回も施設周辺を綺麗にしていただきとても感謝しています、
（正）河瀬施設長からは「年に2回も施設周辺を綺麗にしていただきとても感謝しています、

※15ページ　『ボランティア活動 やすらぎ会 西部 ブロック』のページより

JAしまね出雲地区本部ふれあい福祉課　広報担当　電話：0853-31-9339　担当：岡

出雲市灘分町

長岡　真理子さん
ながおか　　   ま　り　こ

　灘分町に住む長岡真理子さんは平田町にある
フィットネスクラブで事務員として働いています。
また長岡さんはダンスサークルの指導者としても
活躍中で、2008年からは『ひらSON kids』とい
うキッズダンスチームの代表として子どもたちに
ダンスの指導をしています。
　『ひらSON kids』は結成して今年で15年目にな
ります。地元平田地区の小学生が中心のダンスチー
ムで現在約40人の子どもたちが在籍しており、

『見て下さる方に笑顔と元気を届ける子どもらしい
ダンス』をスローガンに、毎週金曜日の夜、主に
市内のショッピングセンターの2階で練習をして
います。週末は市内各地のイベントで練習の成果
を披露しています。今年は新型コロナウイルスの
感染症法上の取り扱いが5類になった事もあり、

イベントの出演数は40回以上となりました。イ
ベントでは地元吹奏楽団とのコラボダンスをする
こともあり、見所のひとつです。
　そんな『ひらSON kids』を指導する長岡さんは「子
どもたちには笑顔を大切に、元気にダンスをして
欲しい。またダンスを通じて挨拶や礼儀はもちろ
ん、いろいろな事を経験
し、たくさんの事を学ん
で欲しい」と子どもたち
の将来を見据え、熱く語っ
ていただきました。

ダンスを通じて
楽しく元気に

子どもたちに指導する長岡さん

右側青色の服が長岡さん

「おさいふカードポイントの有効期限のお知らせ」ハガキの記載内容について「おさいふカードポイントの有効期限のお知らせ」ハガキの記載内容について

JAしまね出雲地区本部情報システム課　電話：0853-21-6016JAしまね出雲地区本部情報システム課　電話：0853-21-6016

　令和5年11月上旬に本年12月末をもって失効するポイ
ント残高が1000P以上の会員の皆様に案内ハガキを発送し
ました。ハガキに記載してあります「お買物券に交換する」
は、申し訳ございませんが出雲地区本部管内の店舗では対
応しておりません（他地区本部で発券したものを利用する
ことはできます）。
　出雲地区本部ではラピタおよびグリーンセンター各店の
レジでおさいふカードを提示していただきますと貯まった
ポイントを１ポイント＝１円としてお買物ができますので
ご利用いただきますようお願いいたします。
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みんなの広場みんなの広場

出雲くにびき
2024 第41回

参加者募集大会 走ってえがこう ご縁の輪！

インターネットからお申し込みください。

※コース別に定員あり。定員になり次第、募集を締め切ります。
令和5年12月8日（金）～令和6年1月10日（水）

令和6年３月3日（日） 島根県立浜山公園 スタート・フィニッシュ
1ハーフマラソン（男女別一般【公認】）
210kmコース（男女別一般、高校生【公認】）
35kmコース（男女別一般、高校生）
43kmコース（男女別中学生、一般）
51.5kmコース（男女別小学3～ 6年生、一般）

参加料

種　目 1ハーフマラソン 1,200名
210kmコース 700名
35kmコース 500名
43kmコース 300名
51.5kmコース 500名

申込定員

会　場と　き

申込方法

申込期間

くにびきマラソン大会実行委員会事務局（出雲市役所 文化スポーツ課内）
TEL.0853－21－2341　E-mail : bunka-sports@city.izumo.shimane.jp

申し込み・
問い合せ先

この大会は、視覚に障がいのある方でも安心
して走ることができる大会として、全国の大会
の中でも特筆すべき大会となっています。事
務局では、伴走ボランティア組織「愛走フレン
ズ」のメンバーを随時募集しています。

愛走フレンズ募集中
【ランネット】http://runnet.jp/から申込み、
コンビニまたはクレジットカードで参加料を振り込んでください。

一　般：4,000円／高校生：1,000円／中学生：700円／小学生：500円
※一般の人で上記45に参加される人 3,000円

ワイン
200ml

焼酎0.6合
110ml

缶チューハイ1.5缶
520ml

ビール中瓶1本
500ml

ウィスキーダブル1杯
60ml

日本酒1合
180ml

【お詫びと訂正】【お詫びと訂正】

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

輝
け！
いずもスマイル

適度な飲酒量は？

出雲保健所でも
相談を行っています

上手なお酒の飲み方

お問い合わせ先 出雲保健所心の健康支援課　TEL ２１－１６５３

　適度な飲酒は、リラックス効果や動脈硬化を予防するなど心身ともに有益な作用をもたらします。
しかし、多量飲酒や20歳未満・妊産婦の飲酒などの不適切な飲酒は、身体だけではなく、心の健康
にも影響を及ぼします。自身の飲酒習慣を見直して、楽しく健康的な生活を送りましょう。

適度な飲酒量は 1 日平均純アルコール約20gです。
適度な飲酒量は以下の通りです。

適正飲酒をすることで、適
正体重を保つことができた
り、メタボリックシンドロー
ムの予防につながったりと
メリットがあります。

● 週2日は休肝日を設ける　● 量や時間を決めて飲む　● 強いお酒は薄める
● 寝酒はやめる　● 妊娠中と授乳中は避ける　●食べながら飲む習慣を

お酒の問題でお困りの方やご家族の方は、一度相談してみませんか。
●酒害相談員によるお酒の困りごと相談　　●保健師による電話・来所相談
　原則第2水曜日 9：00～11：00（予約制） 　　随時受け付けています。

お酒の飲みすぎには気をつけましょう

女性と高齢者は
この半量が
適量です。

　平素はJA事業に格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。しまねびより11月号において掲
載の記事に誤りがありました。深くお詫び申し上げるとともに訂正させていただきます。

※不明な点は下記連絡先まで
　お問い合わせください（誤）出雲市渡橋町で神在ねぎを栽培する飯塚裕二さんは、

（正）出雲市芦渡町で神在ねぎを栽培する飯塚裕二さんは、

※12ページ　『農家にSPOT』のページより

（誤）川瀬施設長からは「年に2回も施設周辺を綺麗にしていただきとても感謝しています、
（正）河瀬施設長からは「年に2回も施設周辺を綺麗にしていただきとても感謝しています、

※15ページ　『ボランティア活動 やすらぎ会 西部 ブロック』のページより

JAしまね出雲地区本部ふれあい福祉課　広報担当　電話：0853-31-9339　担当：岡

出雲市灘分町

長岡　真理子さん
ながおか　　   ま　り　こ

　灘分町に住む長岡真理子さんは平田町にある
フィットネスクラブで事務員として働いています。
また長岡さんはダンスサークルの指導者としても
活躍中で、2008年からは『ひらSON kids』とい
うキッズダンスチームの代表として子どもたちに
ダンスの指導をしています。
　『ひらSON kids』は結成して今年で15年目にな
ります。地元平田地区の小学生が中心のダンスチー
ムで現在約40人の子どもたちが在籍しており、

『見て下さる方に笑顔と元気を届ける子どもらしい
ダンス』をスローガンに、毎週金曜日の夜、主に
市内のショッピングセンターの2階で練習をして
います。週末は市内各地のイベントで練習の成果
を披露しています。今年は新型コロナウイルスの
感染症法上の取り扱いが5類になった事もあり、

イベントの出演数は40回以上となりました。イ
ベントでは地元吹奏楽団とのコラボダンスをする
こともあり、見所のひとつです。
　そんな『ひらSON kids』を指導する長岡さんは「子
どもたちには笑顔を大切に、元気にダンスをして
欲しい。またダンスを通じて挨拶や礼儀はもちろ
ん、いろいろな事を経験
し、たくさんの事を学ん
で欲しい」と子どもたち
の将来を見据え、熱く語っ
ていただきました。

ダンスを通じて
楽しく元気に

子どもたちに指導する長岡さん

右側青色の服が長岡さん

「おさいふカードポイントの有効期限のお知らせ」ハガキの記載内容について「おさいふカードポイントの有効期限のお知らせ」ハガキの記載内容について

JAしまね出雲地区本部情報システム課　電話：0853-21-6016JAしまね出雲地区本部情報システム課　電話：0853-21-6016

　令和5年11月上旬に本年12月末をもって失効するポイ
ント残高が1000P以上の会員の皆様に案内ハガキを発送し
ました。ハガキに記載してあります「お買物券に交換する」
は、申し訳ございませんが出雲地区本部管内の店舗では対
応しておりません（他地区本部で発券したものを利用する
ことはできます）。
　出雲地区本部ではラピタおよびグリーンセンター各店の
レジでおさいふカードを提示していただきますと貯まった
ポイントを１ポイント＝１円としてお買物ができますので
ご利用いただきますようお願いいたします。
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知って得する︕農業者年金
農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を︕

終身年
金で

安心︕

検索詳しくは…

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
一定の要件を満たす方には、
　　　　月額最大１万円の保険料補助
保険料は全額社会保険料控除の対象
　　　など、生涯を通じて大きな節税効果！

※農業者年金に加入できる方の要件は以下の通りです。
・年間60日以上農業に従事している方で、
・国民年金第１号被保険者（60歳未満）又は、
　　　　国民年金の任意加入者（60歳以上65歳未満）
※詳しくは、お近くの農業委員会、又はＪＡへ！

https://www.nounen.go.jp

「旬鮮倶楽部」のカタログのご希望、ご質問、お申し込みはお近くのＪＡへお問合せください。

農業者年金基金

クロス
ワード
パズル

二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？ 

応　募　要　項

答
え Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

出題●ニコリ

タテのカギ ヨコのカギ

①大学入学共通テストの理科の科
目の１つ

④キウイやポンカンの生産量が日
本一の県

⑦エッセーともいいます
⑨かつお節や昆布で取ります
⑩ガラガラとうがいをして洗うも
の

⑪ゆでた麺をざるにあけて行いま
す

⑬大股の人は広めです
⑮カメやカッパの背に付いています
⑯——や硯（すずり）を用意して
書き初めをした

⑰カラオケで楽しむもの
⑱——の計は元旦にあり
⑳旧暦１月の異称
�見張ること。——カメラ

①おせち料理にも使うニシンの卵
巣の加工品

②旅行前に——ブックを買った
③俳人が名作を生み出した地に建
てられていることも

⑤北を向いたとき西になる方向
⑥丁寧にいうとご飯です
⑧横綱を先導して土俵に上がります
⑫セイウチの口からにょっきり
⑬農地——、道路交通——
⑭DNAが 含 ま れ る 体 の 設 計
図。——操作

⑮猫が中で丸くなっているかも
⑯不要物を可燃、——、資源ごみ
に分別した

⑰彼女は——を言わせず彼を外に
連れ出した

⑲エレベーターの表示では「B」

◆先月号の答え◆
「シクラメン」

CrossWord Ｐｕｚｚｌｅ

〒690-0887　松江市殿町19-１
ＪＡしまね　ふれあい福祉課
「俳句の広場係」または「川柳の広場係」
ＦＡＸ：0852-67-7708
Eメール：fureai.hon@ja-shimane.gr.jp

あて先応募方法

俳句または川柳、住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、ハガキ、
ＦＡＸ、Eメールのいずれかでご応募ください。
※応募作品は自作で未発表のものに限ります。
※応募作品の一切の権利は、ＪＡしまねに帰属するものとします。
※受賞作品は地域名、氏名（または雅号）を掲載します。

最優秀賞、優秀賞の４名様には「農協全国商品券1,000円分」をお贈りします。

ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）
１月号は俳句を募集します。１回のご応募につきお一人様３句までご応募いただけます。

優

秀

賞

佳

作

「
家
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」
で
も
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・
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・
詩
・
短
歌
を
毎

月
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こ
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ら
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ご
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い
！

「
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」
１
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の
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お
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せ
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だ
さ
い
。

川
柳
の
広
場

ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）
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安
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江
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・お預かりした個人情報は、プレゼントの抽選・発送のみに使用し、その他の目的で利用することはございません。

（
評
）
他
人
を
貶
す
言
葉
は
良
く
出
来
る
の
だ
け
ど
、
誉
め
る
言

葉
は
、
な
か
な
か
出
来
な
い
。
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
誉
め
る
言

葉
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
妙
技
で
あ
る
。

●応 募 方 法
ハガキに、答え、住所、氏名、年齢、電話番
号、本誌に関するご意見・ご感想を記入して、
下記宛先にお送りください。

●賞　　　品
正解者の中から抽選で40名（ＪＡしまね全
体）の方に「農協全国商品券」をお贈りします。

●当選者発表
賞品の発送をもってかえさせていただきます。
●宛先・締切
〒693-8585　出雲市今市町106-1
ＪＡしまね　出雲地区本部　ふれあい福祉課　「クイズ」係
2024年１月５日（金）（当日消印有効）
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農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を︕

終身年
金で

安心︕

検索詳しくは…

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
一定の要件を満たす方には、
　　　　月額最大１万円の保険料補助
保険料は全額社会保険料控除の対象
　　　など、生涯を通じて大きな節税効果！

※農業者年金に加入できる方の要件は以下の通りです。
・年間60日以上農業に従事している方で、
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農業者年金基金
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できる言葉は何でしょうか？ 

応　募　要　項
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え Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

出題●ニコリ

タテのカギ ヨコのカギ

①大学入学共通テストの理科の科
目の１つ

④キウイやポンカンの生産量が日
本一の県

⑦エッセーともいいます
⑨かつお節や昆布で取ります
⑩ガラガラとうがいをして洗うも
の

⑪ゆでた麺をざるにあけて行いま
す

⑬大股の人は広めです
⑮カメやカッパの背に付いています
⑯——や硯（すずり）を用意して
書き初めをした

⑰カラオケで楽しむもの
⑱——の計は元旦にあり
⑳旧暦１月の異称
�見張ること。——カメラ

①おせち料理にも使うニシンの卵
巣の加工品

②旅行前に——ブックを買った
③俳人が名作を生み出した地に建
てられていることも

⑤北を向いたとき西になる方向
⑥丁寧にいうとご飯です
⑧横綱を先導して土俵に上がります
⑫セイウチの口からにょっきり
⑬農地——、道路交通——
⑭DNAが 含 ま れ る 体 の 設 計
図。——操作

⑮猫が中で丸くなっているかも
⑯不要物を可燃、——、資源ごみ
に分別した

⑰彼女は——を言わせず彼を外に
連れ出した

⑲エレベーターの表示では「B」

◆先月号の答え◆
「シクラメン」

CrossWord Ｐｕｚｚｌｅ

〒690-0887　松江市殿町19-１
ＪＡしまね　ふれあい福祉課
「俳句の広場係」または「川柳の広場係」
ＦＡＸ：0852-67-7708
Eメール：fureai.hon@ja-shimane.gr.jp

あて先応募方法

俳句または川柳、住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、ハガキ、
ＦＡＸ、Eメールのいずれかでご応募ください。
※応募作品は自作で未発表のものに限ります。
※応募作品の一切の権利は、ＪＡしまねに帰属するものとします。
※受賞作品は地域名、氏名（または雅号）を掲載します。

最優秀賞、優秀賞の４名様には「農協全国商品券1,000円分」をお贈りします。

ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）
１月号は俳句を募集します。１回のご応募につきお一人様３句までご応募いただけます。
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い
！

「
家
の
光
」
１
月
号
定
価
　
９
２
２
円

ご
購
読
は
、お
近
く
の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

川
柳
の
広
場

ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月１４日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）

選
句
者

　島
根
県
川
柳
連
盟
会
長

竹
治
ち
か
し
先
生

最

優

秀

賞

誉
め
上
手
み
ん
な
笑
顔
に
す
る
妙
技

出
雲
市

　北
村

　
　功
様

八
冠
を
達
成
し
て
も
シ
ャ
イ
な
棋
士

安
来
市

　斎
藤
美
重
子
様

何
を
着
よ
う
女
が
迷
う
服
の
数

奥
出
雲
町

堀
江

　英
子
様

あ
り
が
と
う
今
日
も
感
謝
の
幕
下
ろ
す

出
雲
市

　佐
野
美
和
子
様

止
り
木
の
駅
で
み
つ
け
た
旬
の
食

松
江
市
後
藤

　竹
子
様

法
事
終
え
心
や
す
ら
か
日
が
終
る

出
雲
市
青
山

　孝
子
様

草
と
虫
戦
い
続
く
里
住
ま
い

江
津
市
山
形
ゆ
う
き
様

我
は
我
人
は
人
よ
と
割
り
切
れ
ず

隠
岐
の
島
町

上
川

　晃
一
様

観
衆
も
皆
ス
サ
ノ
オ
と
な
る
神
楽

兵
庫
県
小
田

　慶
喜
様

・お預かりした個人情報は、プレゼントの抽選・発送のみに使用し、その他の目的で利用することはございません。

（
評
）
他
人
を
貶
す
言
葉
は
良
く
出
来
る
の
だ
け
ど
、
誉
め
る
言

葉
は
、
な
か
な
か
出
来
な
い
。
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
誉
め
る
言

葉
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
妙
技
で
あ
る
。

●応 募 方 法
ハガキに、答え、住所、氏名、年齢、電話番
号、本誌に関するご意見・ご感想を記入して、
下記宛先にお送りください。

●賞　　　品
正解者の中から抽選で40名（ＪＡしまね全
体）の方に「農協全国商品券」をお贈りします。

●当選者発表
賞品の発送をもってかえさせていただきます。
●宛先・締切
〒693-8585　出雲市今市町106-1
ＪＡしまね　出雲地区本部　ふれあい福祉課　「クイズ」係
2024年１月５日（金）（当日消印有効）
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みーつけた
しまねのファーマーズ

Shimane farmers

三原　雅智さん
［出雲地区本部］

特
集
島
根
県
立
農
林
大
学
校
農
業
科
を
深
掘
り
！

©よい食Ｐ

出雲地区本部版

ミートローフ

コメント
・混ぜて焼くだけ！あとはオーブンにお任せ！簡単レシピです。
・身近な食材で、見た目豪華な演出ができるミートローフは、
年末年始の集まりにぴったり！

　私たちの身体は年齢を重ね
ると、アルコールの影響を受
けやすくなります。その理由
は、体内の水分量の減少や胃
粘膜の老化などにより、アル
コールの分解・吸収機能が低
下するためです。若い人と同
じ量のお酒を飲んでも血中アルコール濃度が高くなる傾向
があるため、高血圧や脳卒中のリスクも高まります。また、
年を取ると認知機能も低下し、自分の適量が把握できず飲
みすぎてしまうケースも少なくありません。

　一般的な「お酒の適量」とはどのくらいなのでしょうか？
個人差はありますが、厚生労働省が推奨する適切な飲酒量
とは、一日平均で純アルコール摂取量20ｇ程度とされて
います。例えば、ビール(５％)中瓶１本、酎ハイ(７％)350
㎖１本、ワイン(12％)グラス２杯、日本酒(15％)１合、
焼酎(25％)100㎖１杯、ウイスキー(40％)ダブル１杯で
す。

【編集後記】 寒くなってくると現れるカメムシ。今年は昨年に比べて大量発生している気がしています 暖房をつけたい気持ちはありますが、部屋を暖め
るとどこからか出てくるので布団にくるまって寒さをしのいでいる今日この頃。捕まえるためのガムテームが手放せません！さて今年も残す
ところあとわずかになりました。よいお年をお迎えください（古）

お酒のはなし

　また、お酒の適量とは別に次のような点も注意が必要で
す。
●みんなが同じように飲めるわけではない
　日本人の約40％の人がアルコールを分解する機能が弱
く、約４％の人は全くお酒が飲めないと言われています。
飲めない人のためにノンアルコールや清涼飲料を用意して
おく気遣いも忘れずに。
●お酒の失敗は取り返しがつかないことも
　お酒を飲むことによって悪い方向に人格が変わるようで
あれば、周囲が確実に離れていきます。また、公共の場所
で酔って暴言を吐いたり、他人に絡んだりなどの迷惑行為
は法律で禁じられています。
　これから年末年
始を迎え、お酒を
飲む機会が増えて
いきます。身体に
優しく、誰もが楽し
いお酒の席になる
ようにしましょう。

JA島根厚生連

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

本
誌
は
地
球
環
境
に

優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

JA
し
ま
ね

検
索
検
索

しまねうレシピ 島根県『家の光』講師
飯塚生美子 先生

材料（４人分）

材料（４～６人分）

作り方

作り方

◆人参ライス
米…………………………２合
人参………………… １/２本
コンソメ……………小さじ２
刻みパセリ………………適量
◆リースサラダ
ベビーリーフ……………２袋
生ハム……………………８枚
スモークサーモン………４枚
キャンディーチーズ……８個
　オリーブ油………大さじ２
　酢…………………大さじ１
　塩…………… 小さじ１/４
　砂糖………… 小さじ１/４
　粗びきこしょう………少々

　合挽肉……………… 700ｇ
　卵（S） ………………２個
　パン粉… １カップ（45ｇ）
　牛乳………………… 50㏄
　玉ねぎ（大） …………１個
　バター……………… 10ｇ
　ウスターソース…大さじ２
　ブランデー………大さじ１
　塩……………… 小さじ1.5
　こしょう………………少々
　ケチャップ………大さじ３
　ウスターソース…大さじ１
　赤ワイン…………大さじ１
　しょうゆ…………小さじ１
ブロッコリー……………１株
ミニトマト……… ５～10個

◆人参ライス
①人参は皮をむいてすりおろす。
②炊飯器に洗米した米を入れ、少し硬め

の水加減にする。
③②にコンソメを入れて、ひと混ぜしたら①

のすりおろした人参を加えて炊飯する。
④炊き上がったら、大きく混ぜて皿に盛

り、パセリを散らす。
◆リースサラダ
①大皿にベビーリーフをリースのように

盛る。
②生ハムは半分に折り、スモークサーモン

と組み合わせて、バラの花のようにくる
くる巻く。同様にして全部で８個作る。

③①のリースの上に②とキャンディー
チーズを彩りよくのせる。

④Aの調味料を混ぜ合わせてかける。

①玉ねぎはみじん切りにし、耐熱皿入れ、その
上にバターをのせて軽くラップをかけて、レ
ンジ（600ｗ）で６分加熱して冷ましておく。

②パン粉は牛乳にひたして、湿らせておく。
③合挽肉を50度のお湯につけて、ザル

にあげ、手で押して水気をしっかりき
る。（余分な脂を除くことで、胃にや
さしい仕上がりになります。）

④ボウルに①②③、卵とAを入れ、手で
よく混ぜる。

⑤天板にクッキングシートを敷き、④を細
長いかまぼこ型にまとめ中央に置く。

⑥Ｂを混ぜ合わせ、⑤の肉の表面にかけ
て、指で全体に塗り広げる。

⑦180度に熱したオーブンで40～45分
間焼く。

⑧竹串を刺して、澄んだ肉汁が出ればＯＫ！
⑨ オーブンから取り出し、粗熱が取れたら、

１～２cmの厚さに切って、ゆでたブロッ
コリー、ミニトマトと一緒に盛り付ける。

人参ライスとリースサラダ
コメント
・人参が苦手な方でも
これなら食べられる
こと間違いなし！人
参パワーをいただき
ましょう！
・家にある調味料で簡
単にできるドレッシ
ングです！さっぱり
しているのでどんな
野菜にも合います。

アレンジ
・鶏肉や玉ねぎを入れ
て炊飯すれば、チキン
ライスにもなります。
・ベビーリーフの代わり
に水菜やレタス、ゆで
たブロッコリー、リボ
ン状に薄くスライスし
た大根や人参もOK！

アレンジ
・塩を減らして味噌を混ぜると、コクが増し和風味になります。
・具材はゆでた人参やいんげん、カリフラワー、ゆで卵、黒オリー
ブなどを入れると断面が華やぎます。

島根うまれの食材レシピ

健康
散歩

A

A

B
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